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将来推計人口の役割（1）  
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将来推計人口の役割（2）  

日本人ロー規模と構造の推移220年  
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将来推計人口の役割（3）  
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将来人口推計の役割  
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将来人口推計  

PopulationPrqjection人口投影という考え方  

O「人口投影（POPulationprojection）」とは、出生・死亡・移動などについ  

て、一定の仮定を設定し、将来の人口がどのようになるかを計算したも   

のである。  

○ 国などの機関が行う将来人口推計では、客観性、中立性を確保する  
などの仮定値の設定は、過去の推移や傾向を将 

・すなわち、国などの機関が行う将来人口推計は、少子化等の状況について、  

観測された人口学的データの過去の傾向や現在の趨勢を将来に投影して、  
人口がどのようになるかを計算したものであり、少子化そのものがどのように  

変動して行くかまでを予測したものではない。  
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人口推計の計算手順と仮定値  

コーホート要因法による人口投影の計算と仮定値の関係を示すと以下のようになる。  
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将来人口推計の仮定設定の考え方  
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人口変動要因の投影の実際（出生率の例）  

女性の出生コーホート別累積出生率（中位推計）  
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人口変動要因の投影の実際（死亡率の例）  

死亡率投影結果（女性）  パラメータちの投影（女牲）  
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人口変動要因の投影の実際（国際人口移動の例）  

外国人入国超過数  
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将来人口推計と社会経済要因との関係  

◎社会経済環境の過去の趨勢（右）は、観測された人口学的データの変化（左）に反映される。  

◎将来人口推計は、そうした人口学的データや指標を投影することによって行われる。  
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将来人口推計と社会経済要因との関係（出生仮定の例）  
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社会経済状況の見通しや政策効果を人口推計に反映させることについて  

社会経済状況の見通しや政策効果の反映について  

◎ 出生、死亡、移動などの人口変動要因と関連する社会経済要因は多岐にわたり、個々の定量的   

関係を特定することが難しいだけでなく、それらの相互作用をすべて勘案することは、現状において   

科学的に不可能である。  

◎ また将来人口推計は、数十年に及ぶ長期の推計であるが、将来の社会経済状況をそのような長   

期間にわたって見通すこと自体が困難であり、投影に基づく人口推計よりも不確実性が大きい。  

◎ 政策効果についても同様に、人口統計指標との定量的関係を高い精度で特定し推計に応用する   

ことは困難である。  

◎ 諸外国における将来人口推計においては、社会経済状況の見通しや政策効果を取り入れている   

例はなく、人口統計データに基づき、「人口投影」の考え方にしたがって行うことが標準的である。  
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将来人口推計とは－その役割と仕組み－（まとめ）  
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参考資料：各国の将来人口推計：期間と仮定設定の方法  

推喜f「 ∴．・！  推計機関  推計期間  基準人口  出生率  死亡率  国際人口移動  
1994年  

7f］1日人口   
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ヒスハしニック・非ヒスハニック4人種の計5  
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3仮定  
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た今後ノ）AIL）Sの影響を組み合せ  
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蚊・出国甘歎しJ）過去動向を参考  

に、それぞれ将来値を組合わせて  

アメリカ  
（政府センサス局）  

フランス  

（国立統計経済研究所）  

1995－コ050  

2001－2050  3仮定  
過去：0年の平均値1．8を中位、日  
欧√）低出生率国の平均1．5を低  

位、置換え水月聖．1を高位   

3仮定  
過去動向を将尭に延ばし、死亡  
率低下速度の緩急及び高年齢層  
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その倍の入国超過数を高位  

上する  

，  

イギリス （政府保険数理局（GAD））  

200コ年  

7月1日人口  
3仮定 コーホート年齢別山生率の推定を 墓に設定  

3仮定  
コ001牢圭での過去の動向を将来  
に延ばしノ、死亡率低下速度げ）緩  

2003－207三三  

5年の入国超過数平均値を  
とし、二Jtより増える場合を高  

急により 3仮是‾  

3仮定を設定  場合を低位とする  

案い．4で一定とする  1仮定 過去実績や周辺国の実績値を勘  

2001年  

12月31日人口  ドイツ （政府統計局）  

200二三－コ0三50  

過去動向を将来に延ばし、その際  
におもiこ高年齢層の死亡率改善  

の差で3仮定を設定  

トイツ人は＝反定、外国人は高・  
中・低の3仮定を設定L、両者の  
組み合わせでこi仮定設定  

りnnl壬E†し rr  

設定方法J〕詳細記述なし  

√1′Eて主－ Ul／ノー′」  純移動放（2005年⇒コ050牢）  

低位 コ0，000→16，000  
中位 二日，000⇒ココ，000  

ナ＿ストl「ア  り「lnり一っ∩［こ∩  
i－ ）＼ノ▲  ／ ヽ「1  tノリヽノ■」  ㌧ノ‖′■ヽ′」  

（政府統計局）   設定方法の詳灘記述なし  設定方法げ■〕詳細云  

低位1．10  死亡率仮定（平均  

中位1．40  低位（男）87．0年  
高位l．70  中位（男）8ニ3，0年  

高位（男）79．0年   

スイス   20002060  1999年  3仮定   3仮定   

（政府統計局）  12月31日人口  スイス人、欧州経済地域出身／非出  

身音別に、現状不変を低位、出生  
率上昇ケースを中・高位とし、それら  

を総計して全国仮定値とする   

オーストラリア   2003－コ101  2仮定   

（政府統計局）  6月30日人口  過去10年の変動幅の中間値を高  
位とし、近年の低下傾向を将来に  
延ばLた雲）げ）を中・低位とする   

ニュージーランド   2005－2051  ご004年  3仮定   5夜定   

（政府統計局）  6月30口人口  置換水準に達する高位、近年の  
低下傾向を延長した中・低位の：i  

仮定を設定   中・低げ）3仮定を設   

己述なし  

（女）91．0年  

（女）88．0年  

（女）85．0年  高位 35，000⇒コ9，000  
斗  
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改善  スイス人は‖友定、外国人は入国  
二理由および欧州経済地域出身／  

非出身別に動向を想定L、高・  
中・低即：う仮定を設定  

動向を分析し、それらの組合せで  4仮定 3つの移動期間カテコ、リー骨」に過去  高・中・低のこう仮定を設定  
3仮定  
入国許口丁数、留学生数、移民動  
向等の過去動向に基づき、高・  
中・低の3仮定を設定   

改善  
により高  
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